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１ 地下水移流拡散シミュレーション 

 (1) 目次及び分類説明表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

 

 (2) 三次元／浸透流・移流拡散シミュレーション 

  ① 現況ケース（Ⅰーｂ）・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２ 

  ②   〃  （Ⅲーｂ）・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

  ③ 県境遮水壁設置ケース（Ⅰーｃ）・・・・・・・・・・・・Ｐ４ 

  ④     〃     （Ⅲーｃ）・・・・・・・・・・・・Ｐ５ 

  ⑤ 県境遮水壁設置＋A,B,D エリア撤去ケース（Ⅰーｅ）・・・Ｐ６ 

  ⑥            〃        （Ⅲーｅ）・・・Ｐ７ 

 

  (3) 二次元／浸透流・移流拡散シミュレーション 

  ① 地質断面図、位置図（断面図④）・・・・・・・・・・・・Ｐ8-1 

  ② 境界条件図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ8-2 

  ③ 縦分散長１０、通常降雨ケース・・・・・・・・・・・・・Ｐ9-1 

  ④ 縦分散長１、降雨 1/10 ケース ・・・・・・・・・・・・・Ｐ9-2 

 

２ 大気拡散シミュレーション 

(1) 大気拡散シミュレーション概要・・・・・・・・・・・・・Ｐ１０ 

(2) ダイオキシン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ11～12 

(3) トリクロロエチレン・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ13～14 

(4) テトラクロロエチレン・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ15～16 

(5) ベンゼン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ17～18 

 



資料４-2
地下水シミュレーション
これまでに実施した検討ケース一覧を表１に示す。

表１　浸透流・移流拡散シミュレーション検討ケース一覧

ケース名 条件設定 次元 地下水固定 降雨 縦分散長 検討期間 備　　　　　　　　　考

Ⅰ－ａ 現況 3 ① 通常 10 7,14,21年
Ⅰ－ｂ 現況 3 ② 通常 10 7,14,2１年
Ⅰ－ｃ 県境遮水壁ケース 3 ② 通常 10 7,14,21年
Ⅰ－ｄ ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 通常 10 7,14,21年
Ⅰ－ｅ 遮水壁＋ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 通常 10 7,14,21年

Ⅱ－ａ 現況 3 ① 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－ｂ 現況 3 ② 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－ｃ 県境遮水壁ケース 3 ② 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－ｄ ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－ｅ 遮水壁＋ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 通常 1 7,14,21年

Ⅲ－ａ 現況 3 ① 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－ｂ 現況 3 ② 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－ｃ 県境遮水壁ケース 3 ② 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－ｄ ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－ｅ 遮水壁＋ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合

Ⅳ－ａ 現況 3 ① 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－ｂ 現況 3 ② 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－ｃ 県境遮水壁ケース 3 ② 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－ｄ ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－ｅ 遮水壁＋ＡＢＤ地区廃棄物撤去ケース 3 ② 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合

Ⅰ－③ａ－１ 現況（地質断面③） 2 両端 通常 10 7,14,21年
Ⅰ－④ａ－１ 現況（地質断面④） 2 両端 通常 10 7,14,21年
Ⅰ－⑤ａ－１ 現況（地質断面⑤） 2 両端 通常 10 7,14,21年

Ⅱ－③ａ－１ 現況（地質断面③） 2 両端 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－④ａ－１ 現況（地質断面④） 2 両端 通常 1 7,14,21年
Ⅱ－⑤ａ－１ 現況（地質断面⑤） 2 両端 通常 1 7,14,21年

Ⅲ－③ａ－１ 現況（地質断面③） 2 両端 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－④ａ－１ 現況（地質断面④） 2 両端 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅲ－⑤ａ－１ 現況（地質断面⑤） 2 両端 降雨１/10 10 7,14,21年 キャッピングした場合

Ⅳ－③ａ－１ 現況（地質断面③） 2 両端 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－④ａ－１ 現況（地質断面④） 2 両端 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合
Ⅳ－⑤ａ－１ 現況（地質断面⑤） 2 両端 降雨１/10 1 7,14,21年 キャッピングした場合

地下水固定①：固定点、東西
（注） 地下水固定②：固定点、東西南

地下水固定両端：断面図の両端
赤字： 本日の検討資料
青字： 第４回技術部会資料
降雨： 降雨量の１／３が地下浸透、キャンピングした場合は1/10が地下浸透と想定

①浸透流解析
・実際に観測した地下水位等高線図にシミュレーションの全水頭コンター図が整合するようパラメータの修正を行った。（○－ｂケース）
・その結果南西、南東に流れる地下水の流れが実測に近い形で再現された。
・今後遮水壁が設置される場合について検討した。遮水壁は完全不透水層として設定した。(○－ｃケース)
・遮水壁設置に伴い、遮水壁近傍における水位上昇、東側、南側への地下水の流れが増加する傾向が認められた。

②移流拡散解析
・修正した浸透流解析結果に基づき移流拡散シミュレーションを実施した。また、鉛直方向２次元のシミュレーションも実施した。
・遮水壁を設置することにより(Ⅰ、Ⅲ－ｃ)、東側に流れる谷部に地下水が集まりやすくなり、その方向に汚染が進行する傾向がみられる。
・遮水壁を設置することにより（Ⅰ、Ⅲ－ｃ）、西側への汚染拡散は抑制される。
・二次元のシミュレーションとして(Ⅰ、Ⅲ－③ａ－１)調査地一番北にあたる地質断面③の例を示した。
・地下水が主に東に流れるため、その流れに沿って汚染が拡散していく様子が再現されている。










